




睡眠中の無呼吸の乳児突然死症候群(SIDS)の病因と診断に果す役割については多くの報告

があるが、まだ一定の見解がない。 

早産児では SIDS の頻度が多く、これは生後 2～3ヵ月に起ることが最も多い。そこで、在

胎 32 週前後に出生し受胎後 40 週に達した早産児と満期産新生児の睡眠中の無呼吸につい

て検討した。両群とも静睡眠より動睡眠において無呼吸が多く認められた。2～4.9 秒の持

続の無呼吸については両群の間に差がなかったが、5～9.9 秒の持続のものは早産児群に多

く、10～19.9 秒、20秒以上のものはほとんど早産児群で、動睡眠においてみられた。この

ことから早産児では、少くとも発達の一時期において呼吸調節機構の発達障害を示すもの

と考えられる。 


